






















号を発行した。（JAMA, 311(2) Pages 105-214, 
2014)。
§　喫煙率はどうなったか

















米 国 で は Clean indoor air laws, mass media 
campaigns to encourage prevention and quit 
attempts, restriction of youth access to tobacco 
products, price increase in tobacco products, 































タ バ コ 規 制 5 0 年








男性で 7.8 年、女性で 5.4 年延長していた。タ
バコ規制が延長に寄与したと推定された年数は
男性で 2.3 年、女性で 1.6 年であった。
§　世界の喫煙率とシガレット消費





男性で 41.2％から 31.1％に、女性では 10.6％
























　また Dr. A. Eden Evins らは１０の専門施設で
登録された統合失調症または双極性障害を有す






























































































死亡は当分は年々増えつづけ、近年で 胃ガンを追い越して、ガン死亡 第一位を占めるようになって ます。一方、米英、北欧諸国などでは、一九六〇年代後半から国をあげて禁煙対策にとり組み、国民のたばこ離れをすすめましたが、 その成果は最近 肺ガン死亡率の減少となって表われています。　
このことからも、肺ガン予防のためには、禁
煙者本人の自覚と並んで国レベルでのたばこ離れを支援する環境づくり対策（たとえば、この広告の禁止、たばこ税の値上げ 公共 場所や交通機関での喫煙規制など）が何よりも重要であること ここで強調しておきます。
